
■入力機能における会計単位について

個人事業者データにおいて、会計単位は部門管理と業種（所得）管理という2つの役割を
担う区分です。仕訳の入力段階では、2種類3箇所に設定されます。

1.仕訳を登録するページとしての会計単位（ヘッダー会計単位）

仕訳帳を開いた時に左上に表示されている会計単位をヘッダー会計単位といいます。
ここで選択した会計単位は、財務諸表に反映される金額等とは関係なく、単純に
「仕訳をどのページに入力するか」というような位置付けで使われます。
「条件入力」等で仕訳の条件を絞り込む際にも、このヘッダー会計単位が基準となります。
ここでどの会計単位を選択したとしても、財務諸表上の金額集計等には
一切関係がありません。

（例-ヘッダー会計単位において「会計単位A」を選択して仕訳を入力すると、
　　　ヘッダー会計単位において「会計単位A」を選択した場合にのみ
　　　その仕訳が表示されるようになる）
　　　※「全体」は除外

2.仕訳内の勘定科目に紐づける区分としての会計単位（明細会計単位）

仕訳を入力する際に、各勘定科目の入力欄において入力する会計単位です。
この明細会計単位を基準として、財務諸表等へ残額・勘定科目情報等が
会計単位別に振り分けられます。

……ヘッダー会計単位は仕訳の所属を規定します。

……明細会計単位は科目毎の集計先を規定します。
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■仕訳入力時の扱い

ヘッダー会計単位を選択したうえで仕訳入力を行うと、各勘定科目の明細会計単位には
「ヘッダー会計単位と同じ会計単位」が自動で初期入力されます。
そのため、ヘッダー会計単位を使い分けることによって、仕訳入力時の手間を省くことができます。

自動で入力された明細会計単位を、事後的に他の会計単位に変更することも可能です。

ヘッダー会計単位として「会計単位A」を選んでいるため、 

明細会計単位に「会計単位A」が自動で初期入力される 

入力時は「会計単位A」が自動入力されるが、 

「会計単位B」に変更することもできる。 
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※注意点

会計単位が「B/S管理あり」であるか、「B/S管理なし」であるかによって、
B/S科目の明細会計単位として当該会計単位を登録できるかどうかが変わります。

「B/S管理あり」の会計単位：B/S科目の明細会計単位として登録できる。
「B/S管理なし」の会計単位：B/S科目の明細会計単位として登録できない。

B/S管理のあり/なし　は、マスター関係登録＞事業者基本情報　にて設定できます。

会計単位作成時の初期状態は「B/S管理なし」になっているため、
B/S科目の集計を会計単位別で行いたい場合には「B/S管理あり」の会計単位を
作成するようご注意ください。

【B/S管理なしの会計単位】をヘッダー会計単位として選択したうえで 

仕訳内にB/S科目を登録すると、B/S科目の明細会計単位には 

【「主たる事業」にあたる会計単位】が自動登録される点にご注意ください。 

ヘッダー会計単位として選択した会計単位がB/S科目の明細会計単位として 

使用できないためです。 

B/S管理のあり/なしを設定できます。 

※仕訳内の明細会計単位として当該会計単位を 

  使用している場合には、事後的な変更はできません。 

  そのため、会計単位を作成する時にはB/S管理区分を 

  十分確認したうえで作成してください。 
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■仕訳入力時の扱い（出納帳・買掛帳・売掛帳）

出納帳・買掛帳・売掛帳において選択するヘッダー会計単位は、
当該仕訳のヘッダー会計単位であると同時に、
画面右上で選択した科目（自科目）の明細会計単位という性質も持っています。

例：出納帳で下記の仕訳を登録

出納帳画面の場合、 

左上で選択したヘッダー会計単位は 

自科目である【現金】の明細会計単位としても 

登録されることになります。 

出納帳・買掛帳・売掛帳では、仕訳入力欄では 

相手科目のみを選択することになります。 
 

そのため、仕訳入力欄で相手科目の明細会計単位を 

選ぶことは可能です。 

自科目は【現金】 

ヘッダー会計単位は【会計単位A】 
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仕訳帳では下記のように表示される。

ヘッダー会計単位は【会計単位A】 

【現金】の明細会計単位も【会計単位A】 
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